










美 術 の身 体 表 現 とそ の変 容












ケネス ・クラークの 『ザ ・ヌー ドー 裸体芸
術論』(1956)によれば,裸 体 とは単 に衣服
を脱 いだ状態の裸 「ネイキッド(naked)」
と,理念 として理想化 された人体の一形式で
ある 「ヌー ド(nude)」とに大別 される。裸
体表現の歴史は紀元前5世 紀のギ リシア美術
以来,そ れぞれの時代様式に従い,醜 く不完
全な人間の身体を 「ヌー ド」へ と昇華する創
造行為の変遷であるとしている。
クラークの定義においては,写真の裸体像
は明 らかに 「ネイキッド」 に属するものであ
る。1850年代に始まるヌー ド写真は三っの分





裸体像とは,少 なか らずセクシュア リティ
の表現に関わる図像であり,その事実 こそが
裸体芸術に定義付けがなされる一因ともいえ










































登場 し,写真 ・ビデオによる映像記録 メディ


























































シーを扱 うことにあるが,自 己と他者 との関
係性あるいは自己の社会的存在認識が揺 らぐ
時代には,個人自体が一大モチーフとなり得
るが故に,「身体」や 「ジェンダー」 をテー
マとした展覧会が昨今の傾向として見受けら
れるのである。
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